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1.1  地震の概況
平成 28 年 4 月 14 日 21 時 26 分、熊本県熊本地方の深さ約 10㎞でマグニチュード（M）

6.5 の地震が発生し、熊本県益城町では最大震度 7 を観測した。気象庁は、この地震を「平
成 28 年（2016 年）熊本地震」（The･2016･Kumamoto･Earthquake）と命名し、4 月 15
日に発表した 1）。

この地震発生から28時間経過後の4月16日01時25分、同地方の深さ約10㎞において、
M7.3 の地震が発生し、益城町と西原村で最大震度 7 を観測した。気象庁は、後者の地
震が本震で最初の地震は、前震と訂正した。この前震と本震の間及び本震後に、M5.0
以上、または最大震度 5 強以上の地震も数多く発生し、地震発生は、熊本県阿蘇地方か
ら大分県中部地方へも及んだ。この本震時には、日田市内においても、大分県設置の前
津江町の震度計により、震度 5 強の揺れが観測された。

これら一連の地震において、後述するように、日田市においても人的被害（重軽傷）
が 6 件（8 名）、全面通行止め 37 件等の被害が発生した。

地震の詳細は後述するが、一連の地震の内、最大震度 5 強以上の揺れを起こした地震
を表－1.1.1に示す。また、本震時における気象庁による推定震度分布図を図－1.1.1に
示す 2）。日田市において、震度 5 強の揺れが起こったことが分かる。

表－1.1.1　最大震度５強以上の地震の概要3）

番号 発震時 震央地名 深さ（㎞） M 最大震度

1 4 月 14 日 21 時 26 分 熊本県熊本地方 11 6.5 7

2 4 月 14 日 22 時 07 分 熊本県熊本地方 8 5.8 6弱

3 4 月 15 日 00 時 03 分 熊本県熊本地方 7 6.4 6強

4 4 月 16 日 01 時 25 分 熊本県熊本地方 12 7.3 7

5 4 月 16 日 01 時 45 分 熊本県熊本地方 11 5.9 6弱

6 4 月 16 日 03 時 03 分 熊本県阿蘇地方 7 5.9 5強

7 4 月 16 日 03 時 55 分 熊本県阿蘇地方 11 5.8 6強

8 4 月 16 日 07 時 11 分 大分県中部 6 5.4 5弱

9 4 月 16 日 09 時 48 分 熊本県熊本地方 16 5.4 6弱

10 4 月 18 日 20 時 41 分 熊本県阿蘇地方 9 5.8 5強

11 4 月 19 日 17 時 52 分 熊本県熊本地方 10 5.5 5強

12 4 月 19 日 20 時 47 分 熊本県熊本地方 11 5 5弱

13 4 月 29 日 15 時 09 分 大分県中部 7 4.5 5強
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日田市

図－1.1.1　本震時の大分県内の推計震度分布図（気象庁2）より）

1.2  震度分布図
前震時と本震時の大分県を中心として震度分布図は、以下のとおりであった。
日田市内においては、前震時は、震度４が観測されていたが、本震時においては、大

分県設置の前津江町観測地点において、震度 5 強の揺れが観測された。
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図－1.2.1　前震時の大分県内の震度分布4）、5）

図－1.2.2　本震時の大分県内の震度分布4），5）
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1.3  地震を引き起こした断層と地表地震断層
地震調査研究推進本部地震調査委員会の発表（5 月 13 日付け）3）によれば、前震の

震源断層は、北北東−南南西方向に延びる右横ずれ断層、本震は、北東−南西方向に延
びる右横ずれ断層で正断層成分を含むものであったとされている。それぞれの地震の活
断層との関係は、前震は、日奈久断層帯の高野−白旗区間の活動、本震は、布田川断層
帯の布田川区間の活動によるものとされている。

図－1.3.1　熊本地震を引き起こした断層6） 　

また、国立研究開発法人産業技術総合研究所地質調査総合センターの調査によれば、
日奈久断層帯では高野−白旗区間の北部約 6㎞にわたって、布田川断層帯では布田川区
間をやや越える約 28㎞にわたって、地表地震断層が確認された（図-1.3.2参照）7）。

布田川断層帯の地表変位は、日奈久断層帯との接合地点より約 3㎞西側を西端として、
東端は従来認定されていた活断層の端点より約 4㎞東側の阿蘇カルデラ内まで認められ
た。布田川断層帯の右ずれ変位量は堂園付近で最大 2.2m に達したとのことである。こ
のような地表地震断層が確認されたのは、九州では観測史上初めてのこととなった。
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図－1.3.2　熊本地震で確認された地表地震断層7）

　　　

地表地震断層

震源断層

震源

写真－1.3.1　地表地震断層の写真8）

（上図のFU5地点） 　　　 図－1.3.3　地表地震断層の模式図8）
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1.4  地震波形の特性
本震時において、前津江町で観測された最大加速度等と同じく本震時の震央に近い益

城町宮園で観測された値を以下に示す 9）。なお、この地震においては、多くの波形が観
測されている 9）。以下にごく一部だが紹介する。

なお、地震波形の特性等の詳しい分析は、かなり専門的になるが、文献 10）等では詳し
く解説されている。

表－1.4.1　観測された代表的な地震波形の概要9）

観測点名 震度 計測震度
最大加速度（gal/=cm/s） 震央距離

(㎞）3 成分合成 南北 東西 上下

益城町宮園 7 6.7 899.1 775.5 825.4 668.5 6.4

日田市前津江町 5 強 5.0 239.1 169.8 229.8 117.1 52.3

地震波形の周波数特性を、上記の２波形について以下に示す。ここでは、速度応答ス
ペクトルのみを示しているが、速度応答は、建物等への入力エネルギーの大きさ、加速
度応答は力の大きさ、変位応答は動く量（変位）の大きさを示すものである。詳しい説
明は、参考文献 10）、11）等を参照して頂きたい。

益城町宮園の波形では、速度応答のピークは１～ 2 秒となっている。前津江町での波
形は、応答値そのものも低くなっているが、ピークも 0.3 ～ 0.5 秒とそれより短くなっ
ていることが分かる。なお、木造構造物や低層の建築物については、地震の周期が１～
２秒の成分が大きいと大きな被害を引き起こすとの指摘がある11）。震央に近い場所では、
このような危険な周波数特性の波であったが、前津江町では、建物への影響の大きい周
期よりも短い周期の波が観測されていた。

　

図－1.4.1　益城町宮園の速度応答スペクトル9）　 図－1.4.2　前津江町の速度応答スペクトル9）
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ー 計測震度と震度階級 ー
 （気象庁のHPより）

ミニ
解説

地震情報などにより発表される震度階級は、観測点における揺れの強さの程度を数
値化した計測震度から換算されるものです。

気象庁震度階級表

震度階級 計 測 震 度　 震度階級 計 測 震 度　

０ 0.5未満 ５弱 4.5 以上 5.0 未満

１ 0.5 以上1.5未満 ５強 5.0以上 5.5未満

２ 1.5 以上 2.5未満 ６弱 5.5 以上6.0 未満

3 2.5 以上 3.5未満 ６強 6.0以上6.5未満

４ 3.5 以上4.5未満 ７ 6.5 以上

「マグニチュード」は、地震そのものの大きさ（規模）を表すものさしです。一方「震度」
は、ある大きさの地震が起きた時のわたしたちが生活している場所での揺れの強さのこ
とを表します。
マグニチュードと震度の関係は、例えば、マグニチュードの小さい地震でも震源から
の距離が近いと地面は大きく揺れ、「震度」は大きくなります。また、マグニチュードの
大きい地震でも震源からの距離が遠いと地面はあまり揺れなく、「震度」は小さくなり
ます。

ー マグニチュードと震度の違い ー
 （国土交通省 四国地方整備局のHPより）
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ー 震度階級と人の体感・行動、屋内の状況、屋外の状況 ー
 （気象庁のHPより）

ミニ
解説
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ー 地震波の周期（周波数）特性と被害の関係 ー
ミニ
解説

地震波は、同じ最大加速度を持っている波形でも、ガタガタと早く揺れるものやゆっ
くり揺れるもの等、様 な々揺れ方の性質も持っています。これが、地震波の周波数特
性や周期性と呼ばれているものです。一方、地盤や建物は、元々、揺れやすい固有の
周期特性を持っています。地震波の周期特性と建物等の固有の周期特性が合致すれ
ば、いわゆる共振現象と呼ばれる現象が発生し、被害が大きくなることはよく知られて
いることです。
この辺りのことについては、少し専門的なことになりますが、一般の方からの「地震
の強さとは？」との質問に答える形で、（公社）日本地震学会のHP（以下）等におい
て解説されていますので、詳しくお知りなりたい方は、ご参照ください。
（http://www.jaee.gr.jp/jp/stack/column/column34/）




